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ては、

株式会社エネット 代 表取締役社長

主に東北、関束、関西エツアにおいて、官公庁を含むオフィスビルや小売店舗、ホテル
、主にエネルイーに関心の高いお客様に対し、一般電気事業者の系統 (送配電網)を 経由

して電気をお届けしています。
再生可能エネルギーの利用については、いわゆるRPS法に基づき、全国の電気事業者の中

口PPS事 業

も高いRPS比率を達成しております。

し、需給のパランスを図るための調整用電源として利用しています。

電源の調達面では、観会社である大阪ガス (株)の 高効率天然ガス発電所 (合計約ヤ万
)を 中心に、クリーンな電流構成を実現しています。
自社発電所としては、関西エリアにおいては京都府内に石油入力発電所 (約3万1V)を 所

Bそ の他
お客様の電力使用の状況から、省エネ対策に資する情報提供を行つています。

エネルギーニーズ等にお応えする情報提供を行 うとともに、親会社と

・自然エネルギーによる電力の割合の拡大を図ります。
高効率天然ガス発電の比率をさらに高め、よリクリーンな電力の調達を行ってまいりま

白治体の清掃工場からの余採J電力やバイオマス発電による電力の調達を行つてまいりま

口社内各部の検断的組織としてItl球温暖化対策の推進チームを設け、調達中の発電所からの
C02り ,出量の把握、再生可能エネルギーの導入計画、自社及び関連発電所の運用計画など
を通じて、地球温暖化抑制に資する事業の計画 ・推進を行っていきます。
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置 及 び 目
口親会社と連携 し、高効率の天然ガス大力発電所等からのクリーンな電力の調達拡大を図る
ことにより、平成22年度には04を 下回るC02排出係数を実現し、温室効果ガスのりF出量の肖J
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●平成20年度より親会社である大阪ノスの風力発電からの制遊を行い、自然エネルギーによ
る発電孟の拡大を図る予定です。

中でRPS利用目標率が トンプランナーである弊社は、パイオマス発電等か
ら再生可能エネルギーを調達しRPS法に定められた義務の履行を達成するとともに、平成20

年度より親会社である大阪ガスの風力発電所からの自然エネルギーを調達することにより、
自然エネルギーによる環境価値の量の害J合の拡大を予定しております。

■清掃工場や廃タイヤ等による廃乗物発電からの電力を積極的に調達するなど、未利用エネ
よる発電窒の割合の拡大を図つてまいります。

●規会社のLNO工場内にある、主力天然ガス発電所においては、最新鋭のヨンバインドサイ
クル方式を用いていること、および立地を生かして燃料ガスの効率的な供給を受けているこ
とから、絡合的に見て高い熱効率を実現しています。

●自社等火力発電所においては、部分負市運転を経カロ避するなど、運用面でも工夫するこ
とにより熱効率の向上に努めております。

高いヨージェネレーション発電設備からの余剰電力を調達するなど、熱効率の向
り組んでおります。

■お客様に対し電気のご使用状況等に関する情報をご提供するナービスを実施しております
今後お客様ニーズに応えるよう、地球温暖化抑制に資する情報提供を行つてまいりま

■弊社の親会社 (NT「ファシツティーズ、東京ガス、大阪ガス)は 、エネルギー分野におけ
る多くの経験を有し、需要家の皆様の省エネルギーニーズ等に対するノリューションビジネ

スを展開しております。弊社は規会社各社とも協力し、地球温暖化対策に係るお客様の様々

な‐―ズにお応えしてまいります。

来実施している、弊社オフィスにおける夏孝のに装化や照明用の電
も継続して行つてまいります。
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